（大切なことですので、必ずお読みください）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

保護者のみなさまへ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育委員会

　　　　　　　　　　　結核検診についてのお知らせ

　子どもの結核が大幅に減ったため、平成15年より学校での結核検診制度が変わりました。これまで実施されてきた小、中学校でのツベルクリン反応検査とBCG予防接種が廃止され、小・中学生全員に対して問診票による調査と学校医の診察等により検診を行っています。

　問診票は、お子さまの結核を見逃さないためにも、また、集団感染を防ぐためにも重要なものとなりますので、保護者の方が責任を持って、正確にご記入ください。

　問診票の全ての質問にもれなく回答をお願いします。特にお子さまが2週間以上「せき」をしているかどうかは非常に重要です。学校医の診察等で他の病気かどうかの判断はさせていただきますが、お子さまが長引く「せき」をしていないかは特に注意してお答えください。

　この問診票の結果と学校医の診察結果等により、精密検査が必要かどうかを判定し、保護者のみなさまにお伝えいたします。もし、その結果が「要精密検査」であっても、すぐ結核であるということではなく、念のため検査を受けていただくということです。精密検査の費用は学校保健法により、教育委員会が負担いたします。

　なお、問診票の検査をはじめとしたこの結核検診については、プライバシーに充分配慮して実施いたしますのでご安心ください。

　以上、結核検診制度をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。

　ご不明な点や疑問点はご遠慮なく学校にお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　結核検診の概略

　　　　≪平成14年まで≫　　　　　　　　　　　　　　≪平成15年より≫

　　　

	対象：小１・中１

ツベルクリン反応検査

BCG接種

　　　　↓

　　　　精密検査
	　→
	対象：小・中学生全員

問診票による調査（保護者記入）

↓

学校医による診察

↓

結核対策委員会における検討

（精密検査の必要性等の検討）

↓

精密検査


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（这是非常重要的内容，请务必阅读）                            
 20       年     月     日
致各位家长
                        　                                               教育委员会
結核検診についてのお知らせ

                                 关于结核检查的通知
由于儿童的结核患病率大幅减少，于平成15年（2003年）开始，学校的结核检查制度有所改变。至2003年为止实施的小学，初中学生的结核菌素反应检查及接种卡介苗的制度被废除，而是对全体小学、初中的学生进行问诊表的调查以及由学校医生作健康检查。
为了防止错过发现孩子的结核以及防止集体感染结核，问诊表是非常重要的资料。因此，请各位家长认真正确地填写问诊表。
　  请回答问诊表中所有的问题。特别是孩子是否有连续两个星期以上的咳嗽症状尤为重要。虽然将由学校医生的诊疗等来判断是否是其他疾病，但是在填写问诊表时请特别注意孩子是否有长期咳嗽的症状。
    根据此问诊表的结果和学校医生的检查结果，进行综合判断是否需要做精密检查，并将结果通知家长。即使其结果为「需要做精密检查」，并非已被确诊为结核，是为了以防万一，而进行精密检查。根据学校保健法的规定，精密检查的费用由教育委员会负担。
    另外，包括问诊表在内进行的结核检查，将充分注意个人情报的保密性，请不用担心。

   上述内容的结核检查制度，敬请各位家长理解并协作。
   如有不明之处，请不必顾虑，可随时咨询学校。
　　　　　　　　　　　　　　　結核検診の概略
结核检查的概况
≪到2002年为止≫                   　　  ≪从2003年开始≫

	对象：小学一年级·初中一年级

结核菌素反应检查
接种卡介苗

↓
　　 
精密检查
	→
	对象：所有小学·初中学生
问诊表调查（家长填写）
↓
　     学校医生的健康检查 
↓
    由结核对策委员会讨论
（讨论做精密检查等的必要性）
↓
精密检查
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